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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
①  レーザー医療の安全性向上を目的とした安全教育講習会の開催 

当学会が認定するレーザー専門医は、基本領域学会（内科、外科、皮膚科、形成外科、産婦人科、泌
尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、整形外科、脳神経外科）の専門医を先に取得した当学会の臨床系
正会員が安全教育講習会を受講し、専門医試験に合格する必要がある。国民にとって、より精度の高い
安全なレーザー医療を提供することができるレーザー専門医を育成するため、安全教育委員会（委員
長：杏林大学保健学部 中島章夫教授）が中心になって安全教育講習会および専門医試験を定期的に開
催している。厚労省が新しいレーザー機器やそれらの適応拡大を承認する際に「講習の受講等により、
（承認する機器が）適切に用いられるよう関連学会と連携の上で必要な措置を講ずること。」という承
認条件をつけている。当学会は日本医学会分科会の中で唯一レーザーの安全教育講習会を開催してい
て、最近約 3 年間で 9 社、16 機種についての企業向け安全教育講習会を、延べ 50 回以上開催した。 
②  レーザー医学の水準向上を目的とした Laser Week の開催 

レーザー医学に関係する複数の学会を共同開催することでレーザー医学の学術的水準の向上を目指
す Laser Week を、当学会が中心となって開催している。2023 年 11 月の第 44 回日本レーザー医学会
総会（会長：日本医科大学皮膚科 船坂陽子教授）の際に、第 33 回日本光線力学学会、第 19 回日本脳
神経外科光線力学学会、第 35 回日本レーザー歯学会と共同で Laser Week Ⅳ in Tokyo を開催した。
2024 年 11 月には、第 45 回日本レーザー医学会総会（会長：京都大学大学院医学研究科腫瘍薬物治療
学講座 武藤学教授）の際に、第 34 回日本光線力学学会、第 20 回日本脳神経外科光線力学学会と共同
で Laser Week Ⅴ in Kyoto を開催する予定である。また 2025 年 11 月には、第 46 回日本レーザー医学
会総会（会長：佐々木研究所付属杏雲堂病院顧問 坂本優先生）の際に、第 35 回日本校千里気学学会、
第 21 回日本脳神経外科光線力学学会と共同で Laser Week Ⅵ in Tokyo を開催する予定にしている。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
① IEC TC76 国際会議の後援 
 レーザー機器の安全性に関する国際標準を策定する IEC TC76 国際会議が 2024 年 8 月に北九州で開
催されるにあたり、当学会はその後援を行うことになった。 
② ASLSM（American Society for Laser Medicine and Surgery）との関係 
 皮膚科、形成外科を専門とする当学会会員を中心に ASLSM にも所属し、中には Fellow（FASLMS：
上級会員）を取得している会員もいる。今後、両学会間での交流を深めていく方針である。 
③  IPA（International Photodynamic Association）との関係 
 PDD（photodynamic diagnosis）や PDT(photodynamic therapy)を専門とする当学会会員の多くが
IPA および日本光線力学学会にも所属し、PDD および PDT を中心とする学術的研究において世界を
リードしている。最近 IPA を日本で開催したいとの連絡があり、前向きに検討している。 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

 当学会が認定するレーザー専門医は、基本領域学会の専門医がレーザーに関する十分な知識（レーザ
ーとその生体作用、治療の原理、臨床現場における正しい管理法と使用法など）を持ちより精度の高い
安全なレーザー医療が提供できる臨床医である。レーザー専門医を中心とする活動により、国民に対し
て安全なレーザー医療を提供できることが最大の意義である。 
 厚労省が新しいレーザー関連機器等を承認する際に条件付けられる安全教育講習会を行っているの
は日本医学会で唯一当学会のみであり、基礎領域の当学会会員が中心となって講習会の内容を吟味し
ている。このことから新しいレーザー関連機器が臨床現場で使用される際に、その安全性について当学
会が間接的に関与している点にも意義がある。 
ｄ.学会運営上留意している点 

当学会が認定するレーザー専門医のうち、その数が最も多いのは形成外科医で、次に多いのは皮膚科
医である。しかし、PDD および PDT 等を専門とする内科、外科、産婦人科、泌尿器科、眼科、脳神
経外科などのレーザー専門医も所属しているため、領域横断的な学会運営に留意している。また Laser 
Week などの学術集会の際に合同プログラムや情報交換会を行って、学会員間での交流が深まるように
心がけている。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下

さい． 
①  レーザー専門医制度に関連した他の分科会との連携 

当学会が認定するレーザー専門医は、基本領域学会（内科、外科、皮膚科、形成外科、産婦人科、泌
尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、整形外科、脳神経外科）の専門医でもあることから、これらの基
本領域学会と連携を取って活動するようにしている。 
②  レーザー診断・治療を行っている他の分科会について 

食道学会、癌治療学会、気管食道学会、口腔外科学会、呼吸器学会、呼吸器内視鏡学会、消化器病学
会、消化器内視鏡学会、肺癌学会などがあげられ、これらの学会とも連携を行っている。 

 


